
特
集

飛
騨
古
川
の

　観
光
案
内
人

『
飛
騨
古
川
を
通
じ
て
、

　
　美
し
い
日
本
を
感
じ
て
ほ
し
い
』

　飛
騨
古
川
夢
ふ
る
さ
と
案

内
人
会
は
、
飛
騨
市
を
訪
れ
る

人
々
に
静
か
な
町
並
み
や
歴

史
や
生
活
文
化
な
ど
を
知
っ

て
も
ら
い
、
ま
た
こ
の
ま
ち
に

来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
と
、
飛
騨
弁
を
交
え
た

観
光
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

　本
日
、
古
川
の
町
並
み
を
案

内
し
て
く
れ
た
の
は
、
飛
騨
古

川
夢
ふ
る
さ
と
案
内
人
会
の

森
下
純
雄
会
長
。森
下
さ
ん
が

飛
騨
古
川
夢
ふ
る
さ
と
案
内

人
を
始
め
た
の
は
19
年
前
、
も

と
も
と
歴
史
や
文
化
が
好
き

で
入
会
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
そ
ん
な
森
下
さ
ん

の
特
に
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ

ト
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　最
初
に
向
か
っ
た
の
は
飛

騨
の
匠
文
化
館
。「
匠
文
化
館

の
最
大
の
特
色
は
、
釘
を
一
本

も
使
っ
て
お
ら
ず
、
日
本
建
築

の
基
本
に
基
づ
い
た
建
物
で
、

30
人
の
大
工
で
建
築
さ
れ
た

た
め
、
大
工
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
で
あ
る
雲
形
肘
木
（
く
も
が

た
ひ
じ
き
）
が
30
通
り
あ
り
ま

す
」と
語
る
森
下
さ
ん
。

　匠
文
化
館
は
、
30
年
ほ
ど
前

に
（
財
）
観
光
資
源
保
護
財
団

が
古
川
の
町
並
み
を
調
査
し

た
際
に
、
飛
騨
古
川
の
町
並
み

は
す
ば
ら
し
い
建
築
技
術
で

大
工
の
伝
統
が
生
か
さ
れ
て

お
り
、
伝
統
工
法
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
で
あ
る
と
絶
賛
さ
れ
、

そ
の
伝
統
工
法
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。　「多

く
の
人
は
古
い
町
並
み

と
い
う
と
歴
史
的
建
造
物
保

存
地
区
（
年
代
の
古
い
も
の
）

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
飛
騨
古
川
の
町
並
み
で

特
徴
的
な
の
は
、
古
く
て
新
し

い
こ
と
で
す
」
と
語
る
森
下
さ

ん
。　古

川
の
町
並
み
は
古
く
か

ら
あ
る
町
家
と
伝
統
工
法
を

活
か
し
な
が
ら
時
代
に
対
応

し
、
新
築
さ
れ
た
古
川
独
特
の

新
町
家
が
混
在
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
、
こ
の
町
並
み
は

全
国
的
に
と
て
も
珍
し
い
と

い
い
ま
す
。

　ま
た
、
雲
形
肘
木
を
一
般
住

宅
に
使
っ
て
あ
る
こ
と
や
、
美

し
い
木
目
を
装
飾
と
し
て
使

用
す
る
、
楣（
ま
ぐ
さ
）も
飛
騨

古
川
の
大
き
な
特
徴
だ
と
い

い
ま
す
。

　次
に
向
か
っ
た
の
は
、
屋
台

が
保
管
さ
れ
て
い
る
屋
台
蔵
。

「
こ
ん
な
に
立
派
な
屋
台
蔵

は
、
飛
騨
古
川
独
特
の
も
の
で

と
て
も
珍
し
い
で
す
。特
に
、

屋
台
蔵
正
面
の
観
音
開
き
の

扉
は
、
大
工
と
左
官
と
鍛
冶
屋

が
三
位
一
体
と
な
っ
て
完
成

し
た
飛
騨
の
匠
の
高
度
技
術

で
す
。飛
騨
の
屋
台
が
美
し
い

の
は
定
評
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
に
及
ば
ず
、
屋
台
を
保
管
す

る
土
蔵
も
第
一
級
の
も
の
で

す
」と
語
る
森
下
さ
ん
。

　こ
の
他
に
も
、
瀬
戸
川
や
円

光
寺
、
真
宗
寺
、
本
光
寺
の
三

寺
の
魅
力
な
ど
古
川
に
つ
い

て
熱
心
に
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　続
い
て
、
観
光
案
内
所
に
移

動
し
、
森
下
さ
ん
に
飛
騨
古
川

夢
ふ
る
さ
と
案
内
人
の
や
り

が
い
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　「常
に
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
自
分
も
楽
し
み
な
が

ら
日
々
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ん
に
話
が
伝
わ
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
話
を

理
解
し
て
も
ら
え
る
と
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　普
段
の
な
に
げ
な
い
町
並

み
で
も
、
案
内
し
て
も
ら
う
と

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
新
緑
の
季
節
。皆

さ
ん
も
楽
し
い
気
分
で
町
を

歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 飛騨古川夢ふるさと案内人会　会長

森下　純雄さん
　「飛騨古川を通じて、美しい日本を感じてほし
い」をポリシーに日々 案内をしています。
　また、飛騨市誰でも自主講座で毎月、『飛騨古
川の魅力』をテーマに講座を以下の日程で行っ
ています。ご興味のある方は、ぜひ受講くださ
い。
■開催日程
　６/８（土）、７/13（土）、８/10（土）、９/14（土）
■時間　１９：３０～２１：００
■会場　古川町公民館
【問】飛騨古川夢ふるさと案内人会　森下
電話0577-74-1192

２



古川の観光案内人特
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▲伝統工法を活かした古川の町並み
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雲
形
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飛
騨
古
川

夢
ふ
る
さ
と
案
内
人

ガ
イ
ド
料
　
案
内
人
１
人

　
　
２
時
間
程
度
　
2
千
円

【
モ
デ
ル
コ
ー
ス
】

　
　（
約
１
時
間
半
〜
２
時
間
）

飛
騨
古
川
ま
つ
り
会
館

　
　
　
←

瀬
戸
川
と
白
壁
土
蔵
の
町
並
み

　
　
　
←

造
り
酒
屋

（
渡
辺
酒
造
店
、蒲
酒
造
場
）

　
　
　
←

三
嶋
和
ろ
う
そ
く
店

　
　
　
←

三
寺
ま
い
り

（
本
光
寺
、円
光
寺
、真
宗
寺
）

※
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

　
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
飛
騨
古
川
夢
ふ
る
さ
と
案
内

人
会
で
は
、会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。ご
興
味
の
あ
る
方
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ・予
約
】

　
０
５
７
７

-

７
４

-

１
１
９
２

受
付
時
間

　
９
時
〜
１７
時（
平
日
の
み
）

３ 2019年５月号

題
ろいろい

話のちま

18

テープカットを行う関係者ら

飛騨牛を支える拠点に
４月12日（金）　ひだキャトルステーション

「ひだキャトルステーション」が開所

新たに開所したたんぽぽキッズの部屋

神岡町に病児保育の施設が新たに開所
４月８日（月）　たんぽぽ苑

「病児保育たんぽぽキッズ」が開所

　飛騨市病児保育事業受託施設「病児保育たんぽぽキッズ」
が８日、神岡町東町の特別養護老人ホームたんぽぽ苑3階に
開所しました。
　この施設は、市の委託事業で社会福祉法人神東会（古宿
稔理事長）が運営し、子どもが病気で保護者が仕事などで保
育が困難な子どもを一時的に預けることができる病児保育所
で、保護者が飛騨市在住又は飛騨市内に在勤している生後6
カ月から小学3年生までの病気の子どもが対象となっていま
す。
　この日は、同苑3階に整備された部屋の前で、職員や勤務す
る看護師や関係者ら20人が出席し開所式が開かれました。

地域防災の要として新たに31人が入団
４月13日（土）　神岡町公民館

平成31年度飛騨市消防団入退団式

蒲団長から辞令を受け取る入団者代表の前田さん

　飛騨市消防団の入退団式が13日、神岡町公民館で行われ、
市内の団員など220人が出席しました。
　今年の退団者は34人、入団者は31人で、団員数は基本団
員と災害支援団員合わせ852人となりました。
　式では、入退団者を代表して神岡方面隊第２分団３部の前
田治希さんが蒲義博団長から辞令を受け取り、同分団の下村
翔さんが「規則を遵守し、忠実に消防の任務を遂行すること
を誓います」と宣誓しました。
　蒲団長は「新元号となる本年、更なる士気向上を望むととも
に、無事故、無災害であることを祈ります」と訓示しました。

　飛騨牛繁殖研修施設「ひだキャトルステーション」の開所式
が、古川町中野地内で開かれました。
　この施設は、飛騨牛の飼育農家が高齢化により減少する中、
「飛騨牛」ブランドの維持・発展につなげようと、新規就農者の
育成・確保を図り生産基盤を強化するため、JAひだ、飛騨市、JA
全農岐阜が運営会社を設立し施設を設置しました。
　この日は、1期生研修生で飛騨高山高校生物生産課を卒業し
た永瀬智之さん（18）を迎え、ひだキャトルステーション社長の駒
屋廣行JAひだ代表理事組合長や都竹市長など関係者ら約60
人が出席し、テープカットで研修施設の開所を祝いました。

花束を手に記念撮影

百歳おめでとうございます
４月２日（金）　飛騨寿楽苑

石原吉造さん百歳褒賞

　古川町上気多の石原吉造さんが百歳を迎えられました。
　これに合わせ、都竹市長や市民福祉部の柚原部長らが飛騨
寿楽苑を訪問し、褒賞金と花束を石原さんに手渡しました。ま
た、ご家族や施設の職員や入居者の方 が々石原さんの百歳をお
祝いしました。
　都竹市長は「百歳おめでとうございます。これからも１日１日を
元気に過ごしていつまでも健康でいてください」とお祝いの言葉
を贈りました。
　石原さんは「こんなに長生きできるとは思っていませんでした。
ありがとうございます」と話していました。


